
(1) 担当支部： 広島支部 12693
分水嶺区分 2004年 4月 25日 (4)天候

（５）参加者氏名および会員番号
岡谷良信 11966
池本喜浩 11953
佐々木弘磨 12693

計 計

（６）山行記録・位置確認（出発点・ピーク・峠・到達点など、主要ポイントに関して）・所要時間・道の状況
ｺｰｽ概略：
ｱﾌﾟﾛｰﾁ：

度 分 度 分 秒
歩行開始点 河津　宿泊地 650 6:50

河津集落 650 7:00 7:50
吉賀霊第25番札所 650 8:00 A-1

分水嶺到達点W553 河津越 132 0 34 27 48.2 831 9:05
W552 937.6峰(後谷山) 132 1 34 27 59.5 935 10:40 B-3

ｶﾞｸｶﾞｸ岩 14:10 B-1
W551 額々山 132 3 34 28 20.7 1,278 14:30 A-1
分水嶺離別点W550 寂地山 132 3 34 28 1.6 1,336 15:10 15:20 A-1

寂地山登山口車道終点 16:10
歩行終了点 犬戻し滝取付点駐車場 16:50

（７）三角点の位置と保存状況
上記(6)の地点ｺｰﾄﾞを
記入してください 点名 等級 方位

W552 937.6峰 ３
W551 額々山 ３

（８）人工施設の現況および地形図との相違点

（９）水および植生に関連した特記事項

（10）その他の特記事項

（11）写真の添付：（ 有りの場合には、写真説明を記入してください）

4/24分水嶺踏査後　河津に宿泊   犬戻し滝取付き駐車場～六日市宇佐郷～羅漢山～広島市
河津(前泊地)～河津越～937.6m峰～ガクガク岩～額々山～寂地山～犬戻し峡

経度E
秒

高度
ｍ

緯度Ｎ 道の
状況

到着
時刻

地点ｺｰﾄﾞ 地点名
2.5万分の1
地形図名

46.3

16.3

(9)，(10)
(9)，(10)
(9)，(10)

(9)，(10)

安芸冠山
7.2

15.3

安芸冠山

会員番号：佐々木 弘磨
(3)山行日：W553河津越～W550寂地山

３名 名

事務局整理記入欄 広島－012
快晴

安芸冠山

安芸冠山
安芸冠山
安芸冠山
安芸冠山
安芸冠山

W553河津越からW550寂地山への分水嶺稜線は広葉樹林帯で、北側は高津川水系の広高谷、南側は錦川水系の深谷川。

良好

特記事項

後谷山

保存
状況
良好

W533A；河津越えで、W533B：河津越え東稜線

高山植物も豊富で、特にW551額々山、W550寂地山の頂上付近に咲くカタクリの群落を訪ねる愛好者が多い。
W551額々山南側の一部には針葉樹林帯が散在する。W550寂地山の山頂には神社があり、その周辺には素晴らしいブナ林が茂る。

JAC創立１００周年記念国内登山(中央分水嶺踏査)の山行報告書

   写真説明：　
W550A:：寂地山のエイザンスミレ
W550B:：寂地山のブナ林

W552 937.6m峰をW552 937.6m峰 後谷山に訂正する。
ら聞く。

河津も何処と同じ過疎と高齢化が進み、住む人々も減少していると聞く。休耕田が多く見られる中で、チユーブわさびの粉素材
となる畑土での山葵栽培が見られる。茎と根に値がつき、艶の良い緑の葉は商品にならないと言う。W551額々山の近くに畳一枚
程の平岩が重なっている。昔は人が上がるとガクガク音がしたらしい？。この岩の動きが後にガクガク岩の由来と河津の古老か

安芸冠山
安芸冠山

8時間30分総歩行時間（休憩時間を除く）：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(1)～(8)は必ず記入してください。(9)～(11)は、気づいた事項があれば記入してください。

サポート要員氏名および会員番号

出発
時刻

(2)記載者氏名：

(8)～(11)の特記
事項等との関係

W551：額々山、W551A：額々山のカタクリ、W552:後谷山、W552A：後谷山の稜線、W552B：後谷山の三角点、W553：河津越え
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